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Synomyms and the“Ci xing"
Takemasa Yasumoto
果してどのような新しい問題が提起されている
のであろうか。これらの点を検討するのが,小
文の中心的テーマである。これを検討するため
には,この二書一篇の内容を考えると同時に,ま
た50年代の議論の内容をも顧みる必要がある
だろう。
取 り敢えず上述の二書一篇から見ていくこと
にする。ここでは, これらが同義語と詞性の関
係について下している結論だけを書いて置 く。
それぞれの結論は次の通 りである。
同義語は一般に詞性の同じものが比較的多い
が, しかしまた詞性の異なるもの,或いは完全
に異なっているものもある。(師範本)
同義語は語彙の意味を主とするが,適当に品
詞のことをも考慮する。つまり,出来得る限り
語義が同じか近似しているもので,同じ品詞の
単語によって構成するものである(中略)。 しか
しまた現代中国語の中では,一部の単語には帰
類 (決まった品詞に定めること一引用者)する
ことに困難があることを見極めるべきである。
(中略)同義語の中には時には異なる詞性が存在
することも認めるべきで, このような研究も実
用的な価値がある。(方氏文)
張世禄氏の考えには贅同する(中略)。 その理
由は同義語の「同義」とは,語彙の意味の同じで
あることを指すもので,文法の意味の同じこと
を指すものではない。(謝氏文)
上に記した内容から見ると,『謝氏文』のよう
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